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ヌ
モ
シ
リ
：
ア
イ
ヌ
の
大
地
）
が
北
海
道
に
変
遷
し
て
い
く

な
か
で
、
北
海
道
に
居
住
す
る
人
々
の
自
治
と
い
う
視
点
か

ら
一
五
〇
年
プ
ラ
ス
α
を
俯
瞰
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
内
に
「
北
海

道
近
現
代
史
研
究
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

蝦
夷
地
の
産
品
を
ア
イ
ヌ
と
交
易
し
て
い
た
明
治
維
新

前
の
松
前
藩
の
状
況
、
ロ
シ
ア
の
脅
威
に
対
す
る
江
戸
幕

府
の
対
応
、
維
新
後
の
対
露
政
策
（
旧
ソ
連
、
現
在
の
ロ

シ
ア
も
含
め
て
）に
よ
る
市
町
村
や
区
画
の
編
成
な
ど
を
、

地
域
の
人
々
の
視
点
か
ら
整
理
す
る
こ
と
は
官
製
の
取
り

組
み
で
は
限
界
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
筆
者
は
、
こ
の
研
究
会
は
地
理
学
、
歴
史
学
、

政
治
学
、
経
済
学
な
ど
が
領
域
性
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が

相
互
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
研
究
す
る
地
政

学
と
い
う
視
点
を
も
と
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ

も
そ
も
地
政
学
は
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

が
国
家
戦
略
に
対
す
る
科
学
的
根
拠
や
正
当
性
を
与
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
発
達
し
た
学
問
で
あ
る
が
、
本
研
究

会
で
は
、
外
交
政
策
、
政
治
、
経
済
な
ど
多
様
な
視
点
か

ら
、
自
治
の
あ
り
方
を
整
理
す
る
。
北
海
道
命
名
後
、
一

は
じ
め
に

　

開
拓
期
の
北
海
道
で
村
人
た
ち
が
ヒ
グ
マ
に
翻
弄
さ
れ

る
様
子
を
写
実
的
に
描
い
た
吉
村
昭
の
小
説
『
羆
嵐
』
の

冒
頭
、
開
拓
民
の
姿
を
は
じ
め
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）

年
に
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
日
本
経
済
へ
の

影
響
、
小
説
の
舞
台
と
な
っ
た
北
海
道
の
天
塩
・
苫
前
町

の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
小
説
に
は
じ
め
て
触

れ
た
の
は
、
東
京
在
住
の
学
生
時
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

当
時
、
こ
の
小
説
に
描
か
れ
た
北
海
道
の
自
然
に
対
す
る

憧
憬
と
と
も
に
、
ヒ
グ
マ
の
恐
ろ
し
さ
に
身
が
す
く
み
、

開
拓
の
厳
し
さ
を
強
く
感
じ
た
。
物
語
で
村
人
た
ち
は
、

東
北
の
相
次
ぐ
水
害
に
よ
っ
て
北
海
道
へ
移
住
し
、
御
料

地
に
入
植
し
た
人
々
は
、
蝗
害
（
バ
ッ
タ
に
よ
る
被
害
）

に
よ
っ
て
耕
作
が
困
難
と
な
り
新
た
な
御
料
地
へ
と
移
動

す
る
。
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
と
き
に
目
に
し
た
記
事

に
よ
れ
ば
、ア
フ
リ
カ
で
大
量
に
発
生
し
た
蝗
が
イ
ン
ド
、

や
が
て
中
国
、
日
本
に
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
記
さ
れ
て

い
た
。
時
代
が
変
わ
っ
て
も
人
々
は
自
然
の
脅
威
に
対
峙

し
、
生
活
、
そ
し
て
農
業
生
産
の
た
め
に
過
酷
な
挑
戦
を

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
厳
し
い

自
然
環
境
・
社
会
環
境
の
下
に
お
け
る
北
海
道
の
自
治
の

あ
り
方
は
様
々
な
課
題
を
か
か
え
て
い
る

　

筆
者
は
僥
倖
に
恵
ま
れ
、
北
海
道
に
住
む
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
北
海
道
の
先
住
民
ア
イ
ヌ
の
こ
と
、
開
拓

の
歴
史
の
こ
と
に
強
く
興
味
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
移

住
し
た
の
は
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
の
破
綻
の
直
後
で
あ

り
、
幾
人
か
の
先
輩
方
の
北
海
道
独
立
構
想
の
議
論
に
触

れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
自
身
は
先

人
の
労
苦
に
よ
っ
て
今
日
の
繁
栄
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
は

い
え
、
先
住
民
の
権
利
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
て
い
た
こ
と
や
、
ど
の
よ
う
に
自
立
し
た

経
済
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
明
確
な
論

考
を
持
つ
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
北
海
道
庁
は
、
北
海
道
命
名
一
五

〇
年
を
記
念
し
て
、
二
〇
一
八
年
度
に
「
北
海
道
一
五
〇

年
事
業
」
を
開
始
し
、
北
海
道
史
を
編
纂
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
所
謂
「
官
製
」
の
開
拓
史
の
総
括
、

未
来
へ
の
展
望
で
は
な
く
、
蝦
夷
地
（
あ
る
い
は
、
ア
イ

北
海
道
の
自
治
に
関
す
る
地
政
学
的
視
点
か
ら
の
論
考

　

押　

谷　
　
　

一

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
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五
〇
年
を
経
た
現
在
に
お
い
て
、
そ
の
間
の
歴
史
を
中
心

に
地
政
学
的
な
視
点
か
ら
北
海
道
を
概
括
的
に
俯
瞰
す
る

こ
と
は
、
今
後
の
北
海
道
の
方
向
性
や
課
題
を
示
す
こ
と

に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
と
く
に
先
住
民
ア
イ
ヌ
に
よ
る

蝦
夷
地
か
ら
明
治
維
新
前
後
に
始
ま
る
開
拓
を
経
て
北
海

道
と
な
る
な
か
で
、
北
海
道
に
お
け
る
自
治
制
度
は
ど
の
よ

う
な
変
遷
を
経
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
北

海
道
の
日
本
あ
る
い
は
世
界
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ

る
の
か
示
す
た
め
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

１
．
北
海
道
の
一
五
〇
年

　

二
〇
一
九
年
八
月
一
五
日
、
北
海
道
は
蝦
夷
地
か
ら
改

称
さ
れ
て
一
五
〇
年
を
迎
え
た
。
一
年
の
差
は
あ
る
が
、

江
戸
時
代
の
幕
藩
体
制
が
崩
壊
し
明
治
維
新
と
な
っ
て
か

ら
一
五
〇
年
と
な
る
。

　

近
代
の
北
海
道
を
植
民
地
的
な
地
域
と
し
て
と
ら
え
て
、

経
済
構
造
の
後
進
性
だ
け
で
な
く
、
文
化
や
道
民
の
意
識

に
異
質
性
が
あ
る
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
る
。
例
え
ば
「
植

民
地
と
し
て
の
北
海
道
」
を
強
く
意
識
す
る
こ
と
が
北
海

道
史
の
特
徴
で
あ
り
、
単
な
る
後
進
性
で
は
な
く
北
海
道

の
内
地
か
ら
の
異
質
性
を
強
調
す
る
立
場
で
あ
り
、
北
海

道
史
と
日
本
史
の
構
造
的
連
関
を
追
及
す
る
立
場
で
あ
る

と
い
う
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る（
１
）。

　

江
戸
時
代
に
は
ア
イ
ヌ
が
、
蝦
夷
地
の
豊
か
な
自
然
環
境

資
源
を
も
っ
て
諸
国
と
交
易
し
て
き
た
。
江
戸
時
代
末
期
以

降
に
は
、
対
ロ
シ
ア
と
の
領
有
権
を
巡
る
対
立
が
顕
在
す
る

が
、
そ
の
一
方
、
ニ
シ
ン
、
石
炭
、
農
産
物
の
供
給
基
地
と

し
て
の
位
置
づ
け
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
北
海
道
は
他
の
都

府
県
に
比
べ
て
面
積
が
広
く
、
人
口
密
度
も
低
く
、
豊
富
な

自
然
資
源
に
恵
ま
れ
た
北
海
道
は
現
在
に
至
る
ま
で
日
本
経

済
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
し
か
し
、
先
住
民
族
ア
イ
ヌ

に
対
す
る
支
配
、
地
域
経
済
の
統
治
の
変
遷
な
ど
の
視
点
に

よ
っ
て
植
民
地
と
し
て
み
る
こ
と
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。　

　

本
稿
で
は
江
戸
時
代
末
期
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
の

北
海
道
の
地
政
学
的
位
置
付
け
を
整
理
し
、
北
海
道
の
自

治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

２
．
地
政
学
的
視
点
か
ら
の
北
海
道
史
の
素
描

　

⑴　

北
海
道
の
原
風
景
と
和
人
の
介
入
の
始
ま
り

　

北
海
道
の
人
類
史
に
よ
れ
ば
、
数
万
年
の
氷
期
に
人
類

の
祖
先
が
シ
ベ
リ
ア
か
ら
マ
ン
モ
ス
な
ど
を
追
っ
て
渡
来

し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、

当
時
、
蝦え
み
し夷
と
よ
ば
れ
て
い
た
北
海
道
を
ア
イ
ヌ
が
武
力

で
制
圧
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

　

七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
頃
に
か
け
て
ア
イ
ヌ
文
化
が

拡
が
り
、明
治
維
新
ま
で
続
い
て
き
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

ア
イ
ヌ
民
族
は
主
に
狩
猟
を
中
心
と
し
た
生
活
文
化
を
形

成
し
て
い
た
。
ア
イ
ヌ
は
狩
猟
で
得
た
魚
（
主
に
鮭
）
や

獣
の
毛
皮
な
ど
を
和
人
の
持
つ
鉄
、
衣
服
な
ど
と
交
易
し

て
い
た
。

　
『
新
羅
之
記
録
』（
寛
永
二
〇
年
、
一
六
四
三
年
）
に
よ

れ
ば
、
甲
斐
源
氏
・
若
狭
武
田
氏
の
子
孫
と
さ
れ
る
武
田

信
広
が
ア
イ
ヌ
の
指
導
者
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
を
殺
害
し
、
そ

の
後
、
彼
が
蝦
夷
地
を
支
配
し
て
い
た
蠣
崎
家
を
継
ぎ
、

さ
ら
に
松
前
藩
が
蝦
夷
地
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
を

治
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

⑵　

日
露
（
日
ソ
、
日
ロ
）
領
土
問
題
の
沿
革

　

江
戸
時
代
後
期
に
、
ロ
シ
ア
が
シ
ベ
リ
ア
か
ら
領
土
を

広
げ
る
た
め
に
日
本
と
の
間
で
通
商
を
求
め
て
き
た
が
、

当
時
の
江
戸
幕
府
は
鎖
国
を
国
是
と
し
て
い
た
た
め
、
こ

れ
を
拒
絶
し
た
。
千
島
列
島
付
近
を
測
量
し
て
い
た
ロ
シ

ア
の
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
艦
長
が
日
本
に
拘
束
さ
れ
、
日
本
の
廻

船
商
人
・
高
田
屋
嘉
兵
衛
が
そ
の
解
決
に
あ
た
っ
た
よ
う

な
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
幕
府
は
ロ
シ
ア
の
脅

威
を
感
じ
た
こ
と
か
ら
、
北
方
の
防
備
強
化
を
検
討
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
幕
府
は
樺
太
・
千
島
列
島
を

含
め
た
蝦
夷
地
を
調
査
す
る
た
め
に
最
上
徳
内
、
近
藤
重

蔵
、
間
宮
林
蔵
、
伊
能
忠
敬
ら
を
派
遣
し
た
。

　

ロ
シ
ア
帝
国
は
一
六
四
七
年
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
か
ら

太
平
洋
岸
に
到
達
し
、
一
九
世
紀
に
極
東
ロ
シ
ア
を
支
配

下
に
収
め
た
。
沿
海
州
は
一
八
五
六
年
に
ロ
シ
ア
帝
国
の

独
立
し
た
行
政
区
画
と
さ
れ
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
を
行
政
の

中
心
地
と
し
た
。
一
九
〇
〇
年
代
前
半
、
ロ
シ
ア
は
太
平

洋
地
域
に
お
け
る
海
上
貿
易
を
進
め
る
た
め
に
、
当
時
、

太
平
洋
岸
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
は
夏
の
間
し
か
港
と
し
て

機
能
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
海
軍
を
駐
留
さ
せ
る
た
め
の

太
平
洋
沿
岸
地
域
に
不
凍
港
を
必
要
と
し
て
い
た
。
満
州

の
旅
順
港
は
凍
結
せ
ず
通
年
で
利
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
軍
港
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
て
い
た
。
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日
清
戦
争
後
の
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
日
本
と

ロ
シ
ア
帝
国
政
府
の
領
土
交
渉
が
決
裂
す
る
と
、
日
本
は

朝
鮮
及
び
そ
の
隣
接
地
域
の
権
益
確
保
の
た
め
に
ロ
シ
ア

と
の
間
で
戦
争
と
な
っ
た
。
資
本
主
義
に
よ
る
経
済
発
展

が
出
遅
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
で
は
、
皇
帝
専
制
政
治
の
打
倒

を
目
指
す
民
衆
が
各
地
で
蜂
起
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ロ

シ
ア
政
府
は
民
衆
の
不
満
を
そ
ら
す
た
め
の
手
段
と
し

て
、
こ
の
戦
争
を
利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。

　

日
本
は
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
二
月
八
日
に
宣
戦

布
告
し
、
大
日
本
帝
国
海
軍
は
旅
順
港
で
ロ
シ
ア
帝
国
海

軍
極
東
部
隊
と
戦
闘
に
入
っ
た
。
八
日
後
に
は
ロ
シ
ア
も

日
本
に
宣
戦
布
告
を
行
っ
た
。日
露
戦
争
は
一
九
〇
五（
明

治
三
八
）
年
九
月
に
日
本
の
勝
利
を
も
っ
て
終
結
し
、
ロ

シ
ア
が
支
配
し
て
い
た
旅
順
港
は
陥
落
し
、
日
本
が
支
配

権
を
握
り
、
朝
鮮
半
島
と
中
国
東
北
部
へ
の
ロ
シ
ア
の
侵

攻
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
領
土
と
し
て
は
、
一
七
九
八
（
寛

政
一
〇
）
年
に
近
藤
重
蔵
が
択
捉
島
に
「
大
日
本
恵
土
呂

府
」
の
木
柱
を
建
て
、
日
本
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
示
す

と
と
も
に
、
択
捉
島
以
南
の
島
々
に
番
所
を
設
け
役
人
を

常
駐
さ
せ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
ロ
シ
ア
（
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
）
と
日
本
の
間
で

は
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
か
ら
一
九
四
五
（
昭
和
二

〇
）
年
ま
で
国
境
紛
争
が
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一

九
四
五
年
八
月
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
は
対
日
参
戦
し
、
日
本

の
敗
戦
後
、
満
州
と
朝
鮮
北
部
、
南
樺
太
と
千
島
列
島
を

占
領
し
た
。
満
州
と
内
蒙
古
は
中
国
に
返
還
さ
れ
、
旅
順

と
大
連
に
つ
い
て
は
ソ
連
が
日
本
か
ら
租
借
権
を
引
き
継

い
だ
後
に
中
国
に
返
還
さ
れ
た
。

　

⑶　

江
戸
幕
府
に
よ
る
蝦
夷
地
の
対
ロ
政
策

　

江
戸
幕
府
は
一
七
九
九
（
寛
政
一
一
）
年
に
東
蝦
夷
地
、

一
八
〇
七
（
文
化
四
）
年
に
西
蝦
夷
地
を
松
前
藩
か
ら
取

り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
一
八
〇
二
（
享
和
二
）
年
に
後

に
箱
館
奉
行
、松
前
奉
行
と
な
る
蝦
夷
奉
行
を
設
置
し
た
。

　

一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
一
二
月
に
は
旧
幕
府
軍
が
五
稜

郭
を
占
拠
し
て
、榎
本
武
揚
を
首
班
と
す
る
「
蝦
夷
共
和
国
」

が
成
立
し
た
。
翌
年
に
か
け
て
新
政
府
軍
と
の
間
で
戊
辰
戦

争
の
一
つ
で
あ
る
箱
館
戦
争
が
勃
発
し
た
が
、
旧
幕
府
側
の

降
伏
後
、
和
人
地
お
よ
び
蝦
夷
地
（
北
州
）
に
は
大
宝
律
令

の
国
郡
里
制
を
踏
襲
し
て
北
海
道
一
一
国
八
六
郡
が
設
置
さ

れ
た
。
松
前
藩
領
以
外
は
箱
館
府
を
引
き
継
い
だ
箱
館
県
の

開
拓
使
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
和
人
に
よ
る
北
海

道
の
開
拓
が
本
格
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
松
前
藩
で
は
冷
涼
な
環
境
か
ら
米
の
収
穫

が
期
待
で
き
ず
、
家
臣
へ
の
俸
禄
は
石
高
に
基
づ
く
地
方

知
行
で
は
な
く
、
商
場
（
場
所
）
知
行
制
を
と
っ
て
い
た
。

こ
の
制
度
は
、
漁
場
や
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
地
域
を
商
場
と
し

て
交
易
権
を
知
行
と
し
て
家
臣
に
分
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

和
人
地
の
給
地
で
は
漁
民
か
ら
の
現
物
税
の
徴
収
権
が

あ
り
、
地
方
知
行
と
ほ
ぼ
同
様
な
形
態
で
あ
っ
た
が
、
和

人
地
の
大
半
は
松
前
藩
の
蔵
入
地
だ
っ
た
た
め
、
家
臣
の

大
半
の
給
地
は
蝦
夷
地
に
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
給

地
内
に
お
け
る
採
金
、
鷹
狩
り
、
鮭
鱒
漁
、
伐
木
等
の
権

利
は
全
て
藩
主
に
属
し
て
い
た
。
知
行
主
に
認
め
ら
れ
て

い
た
の
は
、
年
一
回
自
前
の
船
で
交
易
す
る
こ
と
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
資
本
力
の
あ
る
近
江
商
人
な
ど

が
松
前
に
出
店
を
置
き
、
進
出
し
て
き
た
。
家
臣
は
進
出

し
て
き
た
商
人
か
ら
交
易
用
の
船
な
ど
の
物
資
を
は
じ
め

生
活
費
ま
で
借
り
て
交
易
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

交
易
に
よ
っ
て
手
に
入
れ
た
商
品
は
商
人
が
買
い
上
げ
る

こ
と
と
し
て
い
た
が
、
蝦
夷
地
に
お
け
る
交
易
の
仕
組
み

が
複
雑
化
し
て
き
た
め
、
一
八
世
紀
は
じ
め
に
は
、
も
は

や
武
士
の
商
法
で
は
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

莫
大
な
借
金
の
か
た
と
し
て
、交
易
権
を
「
場
所
請
負
人
」

の
名
目
で
商
人
に
代
行
さ
せ
、
知
行
主
は
一
定
の
運
上
金

を
得
る
と
い
っ
た
制
度
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

幕
府
は
ロ
シ
ア
の
脅
威
に
対
し
て
蝦
夷
地
を
防
衛
す
る

た
め
に
、
一
七
九
九
（
寛
政
一
一
）
年
に
は
幕
領
化
し
、

東
蝦
夷
地
の
請
負
制
を
廃
止
し
た
。
し
か
し
、
一
八
二
一

（
文
政
四
）
年
に
は
松
前
藩
領
に
戻
し
、
請
負
制
も
復
活

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
広
大
な
蝦
夷
地
の
経
営
に

商
人
の
資
本
力
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

当
時
六
〇
余
か
所
あ
っ
た
「
場
所
」
か
ら
の
運
上
金
の

総
計
は
二
万
二
千
両
以
上
に
上
っ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
の
も
と
で
労
働
者
と
さ
れ
た

ア
イ
ヌ
に
対
す
る
虐
待
や
、
和
人
の
持
ち
込
ん
だ
天
然
痘

の
流
行
に
よ
っ
て
ア
イ
ヌ
の
人
口
は
激
減
し
、
出
稼
ぎ
の

日
本
人
漁
民
も
高
額
な
現
物
税
負
担
を
は
じ
め
様
々
な
規

制
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
幕
末
期
に
は
請
負
制
度
で
は
運

用
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年

に
は
開
拓
使
の
布
達
に
よ
っ
て
こ
れ
を
廃
止
し
た（
２
）。

　

江
戸
時
代
に
は
、
蝦
夷
地
か
ら
日
本
海
を
経
由
し
て
大
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る
地
方
官
で
は
あ
る
が
、
行
政
区
画
に
対
す
る
支
配
権
い

わ
ゆ
る
「
所
領
」
で
は
な
い
こ
と
か
ら
藩
主
は
地
方
官
で

あ
り
、中
央
政
府
に
統
治
を
命
じ
ら
れ
た
た
め
「
管
轄
地
」

と
さ
れ
て
い
た
。

　

一
八
七
一
年
八
月
二
九
日
（
明
治
四
年
七
月
一
四
日
）

の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
既
存
の
藩
は
廃
止
さ
れ
、
府
県
制

と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
北
海
道
内
の
幕
府
直
轄
領
で
あ
っ

た
公
議
御
料
は
天
皇
の
御
料
地
で
あ
る
天
領
と
な
っ
た
。

　

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
日
本
は
急
激
に
近
代
化

が
進
み
、
同
時
に
そ
れ
ま
で
の
鎖
国
政
策
を
一
変
さ
せ

て
、
対
外
的
な
軍
事
力
を
強
化
し
、
富
国
強
兵
の
政
策
の

も
と
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
植
民
地
政
策
を
進
め
て
い
っ

た
。
そ
の
間
、
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
と
当
時
の
大
国
に

対
す
る
戦
争
に
よ
っ
て
戦
勝
を
続
け
、
一
九
三
七
（
昭
和

一
二
）
年
七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
を
発
端
と
す
る
日
中

戦
争
が
勃
発
し
た
。
当
時
の
政
府
は
発
端
と
な
っ
た
盧
溝

橋
事
件
を
「
北
支
事
変
」
と
し
、「
支
那
側
の
計
画
的
武
力

抗
日
に
対
す
る
帝
国
政
府
の
自
衛
権
の
発
動
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
」
と
し
た
が
、
中
国
共
産
党
、
国
民
党
の
国
共
合
作

に
よ
る
徹
底
抗
戦
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
中
国
大
陸
全
土
へ

と
戦
火
が
拡
大
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）

年
の
日
米
開
戦
と
と
も
に
、
蒋
介
石
政
権
は
日
本
に
対
し
て

宣
戦
を
布
告
し
、
日
中
両
国
は
正
式
に
戦
争
へ
突
入
し
た
。

　

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
に
日
本
は
敗
北
し
終
戦
を

迎
え
た
。
そ
の
後
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
成
立

し
た
朝
鮮
民
族
の
大
韓
民
国
（
南
朝
鮮
、
韓
国
）
と
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
の
間
で
生
じ
た
朝
鮮

半
島
の
主
権
を
巡
る
国
際
紛
争
に
よ
っ
て
、
戦
争
に
よ
っ

坂
に
い
た
る
「
北
前
船
」
に
よ
る
物
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
構
築
さ
れ
、
昆
布
な
ど
の
蝦
夷
地
の
物
産
は
、
日
本
国

内
だ
け
で
な
く
、
長
崎
や
薩
摩
、
琉
球
か
ら
さ
ら
に
は
中

国
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
一
八
世
紀
に
は
、
大
量
な
漁

獲
が
あ
っ
た
ニ
シ
ン
を
煮
て
絞
っ
た
ニ
シ
ン
粕
が
蝦
夷
地

か
ら
本
州
へ
運
ば
れ
、
米
作
用
の
肥
料
を
は
じ
め
、
藍
、

綿
花
な
ど
商
品
作
物
の
肥
料
と
し
て
江
戸
時
代
後
期
の
産

業
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
物

産
の
積
み
出
し
港
と
な
っ
た
江
差
、
松
前
、
箱
館
は
「
松

前
三
湊
」
と
呼
ば
れ
、
繁
栄
を
極
め
て
い
た
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
地
域
は
北
前
船
に
よ
っ
て
京
や
上
方
の
文
化
の
影

響
も
受
け
て
い
る
。

　

⑷　

明
治
期
以
降
の
北
海
道
の
立
ち
位
置

　

一
八
六
八
年
五
月
四
日
（
慶
応
四
年
／
明
治
元
年
四
月
一

二
日
）
に
、明
治
新
政
府
は
箱
館
奉
行
を
箱
館
裁
判
所
と
し
、

さ
ら
に
「
府
藩
県
三
治
制
」
に
よ
っ
て
箱
館
府
と
改
め
た
。

こ
の
制
度
は
一
八
六
八
年
六
月
一
一
日
の
「
政
体
書
」（
法

令
第
三
三
一
号
）
公
布
に
伴
っ
て
、
維
新
後
の
徳
川
幕
府
の

直
轄
地
に
置
か
れ
て
い
た
裁
判
所
を
廃
止
し
、
城
代
・
京
都

所
司
代
・
奉
行
の
支
配
地
を
府
、
そ
れ
以
外
を
県
と
し
て
、

府
に
知
府
事
、
県
に
知
県
事
を
置
く
こ
と
と
し
、
藩
は
従
来

ど
お
り
大
名
が
支
配
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
八
六
九
年
七
月
二
五
日
（
明
治
二
年
六
月
一
七
日
）

の
版
籍
奉
還
に
よ
っ
て
三
治
制
が
確
立
、
藩
も
国
の
行
政

区
画
と
な
り
、
旧
藩
主
（
大
名
）
は
知
藩
事
に
任
命
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
知
藩
事
は
中
央
政
府
か
ら
任
命
さ
れ

て
疲
弊
し
て
い
た
日
本
の
鉱
工
業
は
急
速
に
復
興
し
、
高

度
経
済
成
長
を
達
成
し
た
。

　

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
）
年
に
発
表
さ
れ
た
経
済
白

書
に
は
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
う
た
わ
れ
た
。
戦

後
の
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に
よ

る
占
領
行
政
の
も
と
で
、
日
本
は
経
済
再
建
の
た
め
の
政

策
が
進
め
ら
れ
た
が
、
と
く
に
石
炭
や
鉄
鋼
に
資
金
・
資

材
・
労
働
力
を
重
点
的
に
配
分
す
る
「
傾
斜
生
産
方
式
」

に
よ
っ
て
産
業
が
復
興
し
た
。
と
り
わ
け
、
北
海
道
、
九

州
の
炭
鉱
で
は
鉄
道
輸
送
や
重
工
業
に
欠
か
せ
な
い
石
炭

が
最
優
先
と
さ
れ
緊
急
増
産
政
策
に
よ
っ
て
、
石
炭
の
生

産
は
飛
躍
的
に
伸
び
、
戦
後
の
経
済
復
興
を
牽
引
し
て
い

く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
国
に
よ
る
統
制
下
で
石
炭
の
生
産
が
回
復

し
た
後
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
は
石
炭
産
業
は

自
由
競
争
市
場
と
な
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
以
降
、
石
炭

産
業
は
物
価
の
急
激
な
上
昇
に
と
も
な
う
採
掘
コ
ス
ト
の

上
昇
や
、
競
合
関
係
に
あ
る
石
油
の
大
量
な
供
給
、
値
下

が
り
な
ど
を
背
景
に
、
経
営
が
悪
化
し
た
。
さ
ら
に
大
規

模
な
炭
鉱
で
爆
発
事
故
な
ど
が
相
次
い
で
発
生
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
労
使
間
紛
争
を
抱
え
た
こ
と
を
は
じ
め
、
中

央
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
石
炭
か
ら
石
油
へ
と
転
換

し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
北
海
道
の
経
済
を
支
え
て
き
た

石
炭
産
業
は
急
速
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。

　

一
方
、
北
海
道
経
済
を
俯
瞰
す
る
と
、
北
海
道
が
日
本

の
食
糧
供
給
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
る
。
耕
地
面
積
は
日
本
の
お
よ
そ
四
分
の
一
を
占

め
、
日
本
の
食
糧
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
は
お
よ
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総
代
人
の
中
か
ら
互
選
）
の
総
代
人
を
置
き
、
次
い
で
一

八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
七
月
の
「
郡
区
町
村
編
制
法
」

に
よ
り
大
小
区
画
を
廃
止
し
て
、郡
区
町
村
を
編
成
す
る
。

一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
七
月
に
小
区
総
代
人
を
廃
止

し
て
、
郡
区
総
代
人
を
置
き
、
総
代
人
は
官
治
行
政
を
根

本
と
し
て
い
た
当
時
は
、
わ
ず
か
に
参
与
す
る
だ
け
で

あ
っ
た
が
、
今
日
の
町
村
会
議
員
の
前
身
と
も
い
え
る
も

の
で
あ
る
。
同
年
、
開
拓
使
達
を
も
っ
て
戸
長
職
務
が
定

め
ら
れ
、
官
選
に
よ
る
戸
長
制
度
が
確
立
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
町
村
数
は
増
加
し
、
開
拓
使
廃
止
の
一
八
八
二
（
明

治
一
五
）
年
二
月
に
は
、
開
拓
使
本
庁
管
内
八
六
町
三
〇

一
村
、
函
館
支
庁
管
内
一
一
二
町
一
三
一
村
、
根
室
支
庁

管
内
一
四
町
一
一
二
村
と
な
っ
た
。

　

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
一
月
、
三
県
一
局
を
廃
止

し
北
海
道
庁
が
設
置
さ
れ
た
。
自
治
行
政
に
お
い
て
は
概

ね
開
拓
使
当
時
と
大
差
が
な
か
っ
た
が
、「
北
海
道
区
制
」、

「
北
海
道
一
級
町
村
制
」
及
び
「
北
海
道
二
級
町
村
制
」

が
公
布
さ
れ
て
自
治
制
度
は
大
き
く
進
展
し
た
。
さ
ら
に

一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
一
〇
月
に
は
札
幌
、
函
館
、

小
樽
に
区
制
が
施
行
さ
れ
、
翌
年
七
月
に
は
亀
田
郡
大
野

村
外
一
五
町
村
に
一
級
町
村
制
が
施
行
さ
れ
た
。
本
道
に

お
け
る
自
治
制
度
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

　

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
二
月
、
二
級
町
村
制
を
全

文
改
正
し
て
公
布
さ
れ
、
同
年
四
月
に
町
村
の
財
政
力
及

び
発
達
の
程
度
に
よ
り
、
一
級
町
村
制
を
施
行
で
き
て
い

な
い
札
幌
郡
札
幌
村
外
六
一
町
村
に
こ
れ
を
実
施
し
、
な

お
町
村
制
を
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
旧

制
度
に
よ
っ
て
戸
長
役
場
を
残
し
て
、
総
代
人
を
置
き
行

そ
四
〇
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
北
海
道
は
一
九
八
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

北
海
道
経
済
は
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど
が
歳

入
の
半
分
近
く
を
占
め
て
い
る
。
農
業
は
、
慢
性
的
な
人
手

不
足
、
高
齢
化
、
海
外
と
の
農
産
物
自
由
化
の
影
響
に
よ
る

価
格
競
争
に
よ
っ
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
面
積

が
広
大
で
あ
り
人
口
密
度
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
、
財
政
の
縮

減
に
よ
っ
て
上
下
水
道
、電
力
供
給
網
な
ど
の
社
会
資
本（
イ

ン
フ
ラ
）の
劣
化
も
進
ん
で
い
る
。さ
ら
に
人
口
減
少
に
よ
っ

て
教
育
環
境
・
医
療
制
度
も
悪
化
し
て
い
る
。

　

対
ロ
シ
ア
、対
中
国
と
の
外
交
関
係
か
ら
み
る
と
領
土
、

領
海
問
題
は
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

進
展
し
て
お
ら
ず
、
今
後
も
帰
属
問
題
を
は
じ
め
水
産
資

源
な
ど
の
領
有
権
の
解
決
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
は
、
内
務
省
に
各
省
の

縦
割
り
を
解
消
す
る
た
め
に
北
海
道
開
発
局
が
設
置
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
独
立
行
政
機
関
と
す
る
た
め
の
閣
議
決
定

が
な
さ
れ
た
が
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ

Ｈ
Ｑ
）
と
の
折
衝
は
困
難
を
極
め
、
北
海
道
開
発
庁
の
設

置
は
、
内
務
省
解
体
三
年
後
と
な
っ
た
。

　

北
海
道
の
現
業
機
関
と
し
て
、一
九
四
七
年
施
行
の「
地

方
自
治
法
」
に
基
づ
い
て
北
海
道
庁
が
設
置
す
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
た
が
、
中
央
行
政
機
関
と
し
て
北
海
道
開
発

庁
を
通
常
の
官
庁
と
同
様
の
企
画
・
立
案
・
実
施
で
き
る

機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
北
海
道
庁
は
、
中
央
行
政
機

関
の
設
置
は
二
重
行
政
に
な
り
、
地
方
分
権
に
逆
行
す
る

と
強
い
懸
念
に
よ
っ
て
抗
議
し
た
が
、
政
府
直
轄
の
イ
ン

フ
ラ
事
業
を
分
離
、
担
当
す
る
北
海
道
開
発
局
が
発
足
し

た
。
そ
の
後
、
国
土
交
通
省
北
海
道
局
を
北
海
道
に
お
け

る
国
土
計
画
・
都
市
計
画
・
道
路
・
河
川
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
部
門
に
お
け
る
実
施
官
庁
と
し
、
北
海
道
庁
を
現
業
機

関
と
し
て
一
元
化
す
る
か
と
い
っ
た
議
論
は
あ
る
が
、
い

ま
だ
に
解
決
し
て
い
な
い
。

　

⑸　

北
海
道
の
地
方
制
度
史
の
展
開

　

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
北
海
道
（
蝦
夷
地
）
の
地
方
制

度
は
次
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た（
３
）。

　

一
七
世
紀
初
頭
か
ら
松
前
、
江
差
、
函
館
で
は
市
街
の

一
区
域
を
町
、
地
方
の
集
落
を
村
と
呼
ん
で
い
た
が
、
今

日
の
町
村
の
よ
う
な
組
織
で
は
な
い
。
町
村
数
は
、
天
明

年
間
の
記
録
を
見
る
と
、松
前
の
町
は
三
八
町
、箱
館
（
函

館
）
の
町
は
九
町
、
村
は
松
前
よ
り
西
部
に
三
六
カ
村
、

東
部
に
四
〇
カ
村
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
開
拓
使
の

設
置
後
は
移
民
の
渡
道
に
よ
っ
て
諸
方
に
新
村
が
設
け
ら

れ
、一
方
で
町
村
の
廃
合
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

維
新
前
の
旧
制
度
の
よ
う
に
五
人
組
制
度
を
奨
励
し
て
町

村
自
治
を
図
っ
て
い
た
。　
　

　

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
四
月
に
は
、
従
来
の
町
村
役

人
制
度
を
廃
止
し
て
、
改
め
て
戸
長
、
副
戸
長
を
置
き
、

役
所
を
戸
長
役
場
と
称
し
た
。

　

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
九
月
に
は
、
開
拓
使
の
本
支

庁
が
定
め
て
い
た
大
小
区
画
が
廃
止
さ
れ
、
全
道
を
三
〇

の
大
区
に
分
け
、
大
区
の
下
に
一
六
六
の
小
区
が
設
け
ら

れ
た
。一
八
七
八（
明
治
一
一
）年
六
月
に
は
、選
挙
に
よ
っ

て
町
村
は
各
二
名
、
小
区
に
は
二
名
な
い
し
四
名
（
町
村
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「
町
村
合
併
促
進
法
」
の
失
効
に
よ
り
、
国
や
都
道
府

県
の
主
導
に
よ
る
全
国
一
律
の
合
併
は
終
了
し
た
が
、
市

町
村
行
政
の
広
域
化
の
要
請
に
対
処
す
る
た
め
、
自
主
的

な
市
町
村
の
合
併
を
推
進
し
、
合
併
の
障
害
を
除
去
す
る

た
め
の
特
例
措
置
を
定
め
た
「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に

関
す
る
法
律
」、い
わ
ゆ
る
合
併
特
例
法
が
、一
九
六
五（
昭

和
四
〇
）
年
三
月
二
九
日
に
一
〇
年
間
の
時
限
立
法
と
し

て
施
行
さ
れ
、
以
後
一
〇
年
ご
と
に
三
度
の
期
間
延
長
が

行
わ
れ
、
市
町
村
の
自
主
的
な
合
併
を
支
援
す
る
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
き
た
。

　

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）

年
三
月
、
合
併
特
例
法
の
一
部
改
正
を
含
む
「
地
方
分
権

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
」（
地
方
分
権
一
括
法
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
同
年
七

月
に
公
布
さ
れ
る
と
、
市
町
村
合
併
の
必
要
性
の
認
識
が

急
速
に
高
ま
り
、
国
の
市
町
村
合
併
に
対
す
る
政
策
方
針

は
合
併
推
進
の
方
向
に
転
換
さ
れ
た
（
一
九
九
九
年
三
月

三
一
日
現
在
、
市
三
四
、
町
一
五
四
、
村
二
四
、
合
計
二

一
二
市
町
村
）。
二
〇
〇
四（
平
成
一
六
）年
五
月
二
六
日
、

合
併
特
例
法
の
一
部
改
正
を
含
む
合
併
関
連
三
法
が
公
布

さ
れ
、
自
主
的
な
市
町
村
合
併
を
推
進
す
る
た
め
、
二
〇

〇
五
（
平
成
一
七
）
年
四
月
一
日
、「
市
町
村
の
合
併
の

特
例
等
に
関
す
る
法
律
」（
い
わ
ゆ
る
合
併
新
法
）
が
五

年
間
の
時
限
立
法
と
し
て
施
行
さ
れ
た
。
一
九
九
九
年
の

合
併
特
例
法
改
正
以
後
、
本
道
で
は
二
二
地
域
で
合
併
が

行
わ
れ
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
四
月
に
は
、
市
三
五
、

町
一
二
九
、
村
一
五
、
合
計
一
七
九
市
町
村
と
な
っ
た
（
北

方
領
土
の
六
村
を
含
め
る
と
、
一
八
五
市
町
村
と
な
る
）。

政
に
参
与
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
一
・
二
級
町
村
制
を
施
行

す
る
町
村
が
増
加
し
て
い
っ
た
。

　

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
八
月
に
は
札
幌
外
五
区
に

市
制
を
施
行
し
、
翌
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
に
戸
長

役
場
を
全
廃
し
た
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
八
月
に
一
・

二
級
町
村
制
が
い
ず
れ
も
改
正
施
行
さ
れ
、一
九
四
三（
昭

和
一
八
）
年
三
月
に
「
市
制
町
村
制
」
の
画
期
的
な
改
正

に
よ
っ
て
北
海
道
一
級
町
村
制
・
二
級
町
村
制
は
廃
止
さ

れ
た
。
従
前
の
二
級
町
村
は
指
定
町
村
と
し
て
お
お
む
ね

従
来
の
形
態
を
も
っ
て
存
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
の
第
一
次
地
方
制
度
改
正
に
よ
り
、
一
九

四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
〇
月
五
日
に
は
指
定
町
村
制
度

の
特
例
が
廃
止
さ
れ
、
北
海
道
に
お
い
て
も
他
府
県
町
村

と
同
様
の
制
度
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
五
月
三
日
に
は
「
地
方
自

治
法
」
の
施
行
に
よ
っ
て
民
主
制
度
が
確
立
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
、
諸
制
度
の
急
激
な
改
革
に
伴
っ
て
地
方
自
治
体

の
制
度
が
高
度
複
雑
化
し
て
き
た
た
め
、
一
九
五
三
（
昭

和
二
八
）
年
一
〇
月
一
日
に
「
町
村
合
併
促
進
法
」
が
施

行
さ
れ
た
。

　

北
海
道
に
お
い
て
は
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
九

月
一
日
に
「
地
方
自
治
法
」
第
八
条
の
二
の
規
定
に
基
づ

い
た
町
村
合
併
計
画
を
策
定
、町
村
合
併
を
推
進
し
た（
一

九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
九
月
三
〇
日
に
「
町
村
合
併
促

進
法
」
が
失
効
し
た
が
、
引
き
続
き
「
新
市
町
村
建
設
促

進
法
」
の
施
行
を
み
た
）
結
果
、一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）

年
五
月
一
日
現
在
、
市
二
八
、
町
一
四
六
、
村
四
六
、
合

計
二
二
〇
市
町
村
と
な
っ
た
。

３
．
北
海
道
の
自
治
制
度

　

北
海
道
の
自
治
制
度
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
整
理
し
て

み
た
い
。

　

北
海
道
は
、
樺
太
か
ら
南
下
し
狩
猟
を
中
心
と
し
た
環

境
共
生
型
の
文
化
を
持
つ
ア
イ
ヌ
が
先
住
民
で
、
松
前
藩

を
通
じ
た
和
人
と
の
交
易
を
は
じ
め
、
北
方
の
ツ
ン
グ
ー

ス
系
な
ど
の
諸
民
族
と
の
交
流
が
あ
っ
た
。
ア
イ
ヌ
文
化

は
狩
猟
を
中
心
と
し
た
文
化
で
あ
り
、
比
較
的
、
社
会
の

顕
著
な
階
層
性
は
な
い
。複
数
の
家
族
が
集
落
を
形
成
し
、

部
族
間
の
紛
争
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
交

易
相
手
の
松
前
藩
と
の
抗
争
は
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
北
海
道
と
命
名
さ
れ
、
一

一
国
八
六
郡
に
区
画
さ
れ
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
狩
猟
、
漁
労
、

採
取
に
利
用
し
て
い
た
土
地
は
無
主
地
と
さ
れ
、
開
拓
が

進
め
ら
れ
た
。

　

明
治
政
府
は
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
「
北
海
道

旧
土
人
保
護
法
」
を
制
定
、
ア
イ
ヌ
の
同
化
政
策
を
す
す

め
て
き
た
。
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
に
同
法
が
廃
止
さ

れ
、ア
イ
ヌ
文
化
に
対
す
る
理
解
の
促
進
を
目
的
と
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
」
が
成
立
し
た
が
、
ア

イ
ヌ
の
窮
乏
と
同
化
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
の
『
先
住
民
族
の
権
利
に
関

す
る
国
連
宣
言
』
に
基
づ
け
ば
、
先
住
民
族
ア
イ
ヌ
の
自

治
権
、
自
決
権
、
そ
れ
を
保
障
す
る
土
地
や
領
域
、
資
源

の
回
復
と
補
償
を
受
け
る
権
利
が
回
復
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
で
き
て
は
い
な
い
。
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４
．
研
究
会
の
目
的

　

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
ま
た
、
国
の
財
政
状
況
が
悪
化

し
て
地
方
交
付
税
も
縮
減
し
て
い
る
な
か
に
あ
っ
て
、
高

齢
化
、
広
大
な
人
口
密
度
の
低
い
土
地
を
抱
え
る
北
海
道

の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
こ

う
し
た
地
政
学
的
な
問
題
意
識
に
立
っ
て
、
本
研
究
会
で

は
、
自
治
制
度
の
歴
史
的
経
緯
を
総
括
し
、
今
後
の
政
策

の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
研
究

会
は
次
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

・　

押
谷　

一
（
酪
農
学
園
大
学
教
授
／
北
海
道
地
方

自
治
研
究
所
理
事
／
本
研
究
会
主
査
）

・　

竹
中
英
泰
（
旭
川
大
学
名
誉
教
授
／
北
海
道
地
方

自
治
研
究
所
理
事
）

・　

三
輪
修
彪
（
北
海
道
労
働
文
化
協
会
理
事
／
元
北

海
道
地
方
自
治
研
究
所
常
務
理
事
）

・　

正
木
浩
司
（
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
研
究
員
／

本
研
究
会
事
務
局
）

　

研
究
会
で
は
定
期
的
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
に
造
詣
の
深
い
研
究
者
な
ど
を
お
呼
び
し
て
講

演
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
主
に
道
内
各
地
の
史
跡
な

ど
関
係
機
関
の
視
察
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
に
実
施
し
た
講
演
会
の

テ
ー
マ
と
招
聘
し
た
研
究
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・　

「
北
海
道
の
一
五
〇
年
と
地
方
自
治

－

関
寛
斎
の

足
跡
を
辿
っ
て
見
え
る
こ
と
」

　
　
　
　
　

講
師　

竹
中
英
泰

　
　
　
　
　
　
　
　

（
旭
川
大
学
名
誉
教
授
、
北
海
道
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
自
治
研
究
所
理
事
）

・　

「
ア
イ
ヌ
文
化
と
北
海
道
」

　
　
　
　
　

講
師　

本
田
優
子
（
札
幌
大
学
教
授
）

・　

「
北
海
道
一
五
〇
年
の
光
と
影

－「
開
拓
」
と
「
地

方
自
治
」
を
め
ぐ
っ
て
」

	

　

講
師　

谷
本
晃
久

　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
海
道
大
学
大
学
院
教
授
）

　

今
後
と
も
研
究
会
が
企
画
す
る
講
演
会
や
視
察
・
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、適
宜
、研
究
所
の
所
報
『
北

海
道
自
治
研
究
』
に
掲
載
し
て
い
く
の
で
、
読
者
の
み
な

さ
ま
の
忌
憚
の
無
い
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
を
お
寄
せ
い

た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）　

田
端
宏
・
桑
原
真
人
・
船
津
功
（
一
九
七
七
）「
北
海

道
史
を
考
え
る
」、『
松
前
藩
と
松
前
』
第
一
〇
号
、
松
前

町
史
編
纂
室
。

（
２
）　

白
山
友
正
（
一
九
七
一
）『
増
訂 

松
前
蝦
夷
地
場
所
請

負
制
度
の
研
究
』、
慶
文
堂
書
店
。

（
３
）　

北
海
道
庁
資
料
（
所
収
は
不
明
）「
北
海
道
市
町
村
自

治
制
の
沿
革
概
要
」。

【
参
考
文
献
】

・　

海
保
嶺
夫
（
一
九
七
八
）『
幕
藩
制
国
家
と
北
海
道
』、
三

一
書
房

・　

児
島
恭
子
（
二
〇
〇
三
）「
蝦
夷
・
ア
イ
ヌ
観
の
歴
史
的

変
遷
」『
ア
イ
ヌ
民
族
史
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館

・　

篠
田
哲
昭
・
中
尾
務
・
早
川
寛
志
（
一
九
九
六
）「
北
海

道
開
拓
の
さ
き
が
け
」、『
土
木
史
研
究
』

・　

麓
慎
一
（
二
〇
〇
二
）『
近
代
日
本
と
ア
イ
ヌ
社
会
』、
山

川
出
版
社

＜

お
し
た
に　

は
じ
め
・
酪
農
学
園
大
学
教
授
／
当
研
究
所
理
事＞

　

さ
ら
に
太
平
洋
へ
の
進
出
を
図
ろ
う
と
す
る
帝
政
ロ
シ

ア
の
南
進
が
始
ま
る
明
治
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
日

露
関
係
を
み
る
と
き
、
対
露
政
策
と
し
て
の
北
海
道
開
拓

制
度
の
背
景
を
、
戸
長
制
度
、
開
拓
使
、
屯
田
兵
な
ど
の

仕
組
み
と
北
海
道
の
自
治
の
在
り
方
に
つ
い
て
整
理
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

明
治
維
新
以
降
も
、北
海
道
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

化
学
肥
料
が
普
及
す
る
前
の
ニ
シ
ン
粕
、
石
炭
を
は
じ
め

豊
富
な
農
業
、
漁
業
に
よ
る
一
次
産
品
の
供
給
基
地
と
し

て
存
在
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
自
然
資
源

の
需
要
の
変
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
と
く
に
石
炭
産

業
に
大
き
く
依
存
し
て
き
た
産
炭
地
の
自
治
体
で
は
税
収

が
落
ち
込
み
、
さ
ら
に
失
業
者
の
増
加
、
高
齢
化
に
よ
っ

て
財
政
が
著
し
く
悪
化
し
て
い
る
。
炭
鉱
跡
地
に
「
石
炭

の
歴
史
村
」（
夕
張
市
）や「
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ワ
ー
ル
ド
」（
芦

別
市
）
な
ど
の
観
光
施
設
を
建
設
し
て
き
た
が
、
多
く
は

失
敗
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
に
財
政
破
綻
し
た
夕
張
市

を
は
じ
め
、
産
炭
地
の
自
治
体
の
多
く
は
財
政
難
に
直
面

し
、
自
治
制
度
は
危
機
的
状
況
に
あ
る
。

　

石
炭
や
一
次
産
品
の
輸
送
を
担
っ
て
き
た
国
鉄
も
民
営

化
さ
れ
、北
海
道
に
お
い
て
も
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
な
っ
た
が
、

長
大
な
路
線
と
人
口
密
度
が
低
く
、
開
業
当
初
か
ら
経
営

は
厳
し
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
廃
線
、
バ
ス
に
よ
る
代
行

が
進
め
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
貨
物
輸
送
の
た
め
の
路
線

も
赤
字
と
な
り
、
廃
線
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め

沿
線
自
治
体
の
過
疎
化
が
加
速
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

や
、本
州
な
ど
へ
の
物
流
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。


